
Sheet1を右クリック ⇒ 名前の変更 ⇒ 「項目設定と入力」

右下の ⊕ をクリックしシートを追加 ＋ 同じく右クリックし

1月から予算実績比較まで同様に続ける

⊕



次に1月度の家計簿を付けていきます。

１行目の項目は一番最後に入力します。

（理由は入する行数が決まっていない為、無限でも対応できるようにします。）

A列には日にちを入力します。

収入金額と支出金額は手入力ですが、収入項目と支出項目は前の画像の内容をそのまま使います。

①まず最初にやることは、最初の画像で入力した項目の内容をそのまま利用するために「リスト」を作ります。

⓪B列選択

①データリボン選択

②データ入力規制

選択

③設定タブ選択

④リストを選択



⑤ここをクリック
⑥項目設置タブをクリック

⑦B3からB8までを選択

⑧OKボタンを押す

⑨項目設置のリスト完成



支出項目に関しても同様に行います。

違いは⓪のB列がD列に

⑦のB3からB8がD3からD22に変わっただけです。

次に1行目右クリックし「挿入」を選択

挿入した1行目に以下のように入力します



A～F列を選択します

次に罫線をクリックし、格子(A)を選択する



罫線をクリック、「線のスタイル」で「二重線」を選択し、C列とD列の境界を

1行目から1000行目（あくまで目安）まで二重線を引く



出来た1月のページの左端を右クリックしコピーを選択

これを2月から12月までペーストすれば12月まで同じ内容で完成します

ここを右クリック



確認しやすくする為に1月度のシートに適当に内容を入力



年間集計シートを開く



A列の色のついていない部分以外は手入力で文字を入力します

A2セルを選択し、「=」と入力し、項目設定シートを開きます

項目設定シートのB3を選択
ここに「=」と入力

ここにを選択

⊕
カーソルを右下

⊕に合わせ

A7まで

ドラッグする



A11からA30までも、やり方は同じなので、省略します。

年間集計シートの

B2セルを選択し「=SUMIF('1月'!B$2:B$200,A2,'1月'!C$2:C$200)：式①」と入力

これにより、A2セルに表示された「給料」と同じ項目を

1月度のB2セルからB200セルまで検索し、それに当てはまるＣ列の合計が求められます

このあと右下⊕にカーソルを合わせ

B7までドラッグする

B8セルを選択「=SUM(B2:B7)」と入力

1月度の収入合計が求められる

ここに「=SUMIF('1月'!B$2:B$200,A2,'1月'!C$2:C$200)」と入力

⊕

（式①）



その下のA列・B列の10行目から31行目までは同じく求められるので省略します

B33セルを選択「=B8-B30」と入力

収入合計から支出合計を引いた収支合計が求められる

以下、前月の繰り越しがあった金額をB35セルに入力

B37セルに収支合計と前月繰越を合計した式「B33+B35」を入力する

1月度の入力を2月から12月まで生かしたいと思います

こんな時に役にたつのがテキスト専用ソフトです「TeraPad」でも良いのですが

私は「Mery」を勧めします

ここでMeryを使った方法を紹介します

年間集計シートのB2セルを選択し、

右上の数式のある部分を選択し

「Ctrl + A」で全てを選択

「Ctrl + P」でコピー

「Ctrl + V」でMeryのペーストします



その後、Meryの「検索」タブを選択

項目から「置換」を選択

この後は1月度の「１」を「２」の変更していきます

上のテキストボックスに「１」と入力

下のテキストボックスに置換後の数値「２」入力

直ぐ置換ボタンですべて置換を選択しても良いですが

シッカリと検索対象になっているか検索する慎重さも必要かも知れません



変換後、閉じるボタンをクリック

このMeryの変換された文字列の式をコピペして

年間集計シートのC2に貼り付ける

後はB列で行ったのと同じことを繰り返すだけです

このやり方で12月まで繰り返す

=SUMIF('1月'!B$2:B$200,A2,'1月'!C$2:C$200)



同様のことを11行目から30行目まで行います。（宿題状態です）

2月以降の前月繰越はその前の月の「当月全高」に当たります。

年間合計は1月から12月までを足し合わせるだけです

足し合わせるのは「=SUM()」を使いえば簡単に出来ます。

ですから、A2行の給料の年間合計額を求めようと思ったら

N2行に「=SUM(B2:M2)」とするだけで求まります。

あとはこれを7行までドラッグするだけです。

=SUMIF('2月'!B$2:B$200,A2,'2月'!C$2:C$200)



構成比率は各行を8行目の数値で割って１００を掛けたものです。

11行目から３０行目までも同じです。（宿題）

次回はグラフ化について解説します。


